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の集合体」と定義される［Gates & Mark, 2010: 3］。本稿では特に児童文学を対象に取り
上げることから，それとわかるように「多文化児童文学（multicultural children ’s 














的記憶」としてとどめて次世代に伝えるかが最大の主題でもあった［天野 , 2019: 46］。と

















































め込まれている［渡戸 , 2002: 30; 結城, 2011: 40］。このようにマジョリティの価値観に立
った単一文化的視点で評価し，マイノリティの文化・生活様式といった多様性を抑圧しな
がら周縁化を試みる同化主義的な思考パラダイムに基づく多文化共生理解を，ここでは「同











は多くの批判がある (7)。一方，間文化的視点による文化の関係性は，文化 A と文化 B が接
触し交差することによって相互に変容し（A→A’, B→B’），そこに新たな価値 C を創出する
状況（A+B→A’+B’+C）が生み出されることを意味する (8)［志水, 2014: 44-45; 平沢, 2014; 































文化教育（multicultural education）」論について概観する。  
アメリカでは，公民権運動を経て 1980 年代後半から 2000 年代初めにかけて多文化教









［Vincent, 1992: 302］。 
多文化教育については，バンクスやヴィンセントはじめ，ベネット（Christine Bennet），
ガルシア（Ricardo Garcia），ゲイ（Geneva Gay），ギブソン（Margaret Gibson），グラ






①  多様な社会で生きる技能を養成する教育である，  
②  マイノリティの人びとの視点で物事をとらえる反（人種）差別教育である，  



























































［Hafflin & Barksdale-Ladd, 2001; Colby & Lyon, 2004］。コルビーとリヨン（Suzan A. 















セージを発していると子どもたちは受け止めてしまうかもしれない［Ibid., p. 26］。 
また，それ以上に大きな課題は，子どもたちの生活の中で多文化文学が果たす重要な役







































































Lại）『はじまりのとき』（Inside Out & Back Again, 2011[=2014]）やフーリア・アルバレ










































Alexie）『はみだしインディアンのホントにホントの物語』（The Absolutely True Diary of 














2004; 落合, 2012; 国立教育政策研究所 , 2015］。 
マイノリティの子どもたちにとって，母語や自文化を自身の一部として肯定的にとらえ
ることは，自尊感情の向上に効果があると考えられており，自分たちの文化を反映した状



















ニョス・ライアン（Pam Muñoz Ryan）の『メキシコへ  わたしをさがして』（Becoming 
Naomi León, 2005[=2017]）は，主人公が自分のアイデンティティを探しに旅に出る「ロ
ードトリップ物語（road trip stories）」の一つである。同作品では，父親がメキシコに居













































対象とする文学を指す。一方，英語の children’s literature あるいは literature for 
children は 0～12 歳前後までを対象とし，13 歳前後～18 歳までをヤングアダルト文学
（young adult literature）と分類することが多い［天野 , 2019: 59］。本稿では，便宜上
児童文学に一部中学生向けヤングアダルト文学を含むこととする。  
(2) ビショップは，先駆的な児童文学研究（特にアフリカ系アメリカ児童文学）の功績によ
り「多文化児童文学の母（mother of multicultural children’s literature）」と呼ばれる。  
(3) アメリカで最も権威のある児童文学賞であるニューベリー賞（The John Newbery Medal）
の 21 世紀の歴代受賞者を見ると，2002 年のリンダ・スー・パク（Linda Sue Park，コ
リア系）を皮切りに，シンシア・カドハタ（Cynthia Kadohata，日系，2005 年），クワ
ミ・アレクサンダー（Kwame Alexander，アフリカ系，2015 年），マット・デ・ラ・ペ
ーニャ（Matt de la Peña，メキシコ系，2016 年），エリン・エントラーダ・ケリー（Erin 
Entrada Kelly，フィリピン系，2018 年），メグ・メディナ（Meg Medina，キューバ系，
2019 年），ジェリー・クラフト（Jerry Craft，アフリカ系，2020 年），テイ・ケラー（Tae 
Keller，コリア系，2021 年）とマイノリティ作家による受賞が相次いでいる。  
(4) 日本の学校に在籍する外国人児童生徒数は，2012 年度の 71,545 人から 2018 年度に 1.3
倍増の 93,133 人に増加し，とりわけ小学校で 1.5 倍増（2012 年度の 40,263 人から 2018
















強く意識する機運が市民の間に生まれると，1993 年 1 月に川崎市の一連の取り組みが新
聞記事（毎日新聞［東京夕刊］1993 年 1 月 12 日）に取り上げられ，この時に初めて「多
文化共生」の文字がメディアに登場する［山田 , 1998; 田村・北村・高栁 , 2007: 13; 竹沢 , 







［今村 , 1990; 金子 , 1991］。以後日本で「多文化共生」が特に教育制度・教育問題と関連
して論じられるようになっていった背景には，同書の強い影響があったことが推察され
る。さらに，1995 年 10 月には，同年 1 月の阪神・淡路大震災で被災した外国人に対す
る情報提供や生活相談などの支援活動をきっかけに市民団体「多文化共生センター」（前
身は 1995 年 1 月 22 日に設置された「外国人地震情報センター」が発足するなど，1990
年代後半から徐々にメディアを通じて多文化共生という用語が広く浸透していったとみ
られる［田村・北村・高栁 , 2007: 13; 熊本 , 2020: 47］。また，2005 年に総務省が「多文
化共生の推進に関する研究会」（座長 : 山脇啓造）を立ち上げたことで，初めて国の機関
















とも呼ばれる［髙橋 , 2019: 41］）。ただし，間文化主義については，マイノリティの増加
に伴いマジョリティが自身の都合に合わせて社会統合政策を管理的に施策するという点









に陥りがちであることを指摘した［Sleeter & Grant, 1988: 121; Leistyna, 2002: 23］。  
(10) これはもともとカリナン（Bernice Cullinan）（1989）が児童文学の目的を表すのに使用
した「〈鏡〉と〈窓〉の隠喩（a parable of mirrors and windows）」に基づいている。  
文学は私たちの人生観を鏡のように映し出すものである。私たちは物語の中に自分自身の価
値や失望，夢が映し出されるのを見る。私たちは自分の内側と外側の両方の世界を見ているの
だ［p. 394］。 ・・・ 作家は私たちに窓から覗くように誘い，私たちはそれに応えて，他人
の目を通して世界を見るのである。（中略）世界に続く文学の窓は，喜びや悲しみ，美徳や悪
など，人間の経験のすべてを傍見しているのである。［p. 424］  
(11) かつてアメリカのエスニック文学は，作家たちが自分たちの集団が経験したことを文化
的記憶に残そうと物語にまとめたが，批評家からはしばしば「一方的な会話のようだ」




を問題視している［87-88; 金井 , 2004: 8］。  
(13) エンパシー（empathy）とは，“feeling inside”（内側で感じる）という意味であり，「相
手の物の見方を共有し，相手の物の見方で現実を再構成することで『相手の体験に知的
かつ情動的に参加』」［八代・荒木・樋口ほか , 2001: 129］することである。また，イギ
リス在住の作家・ジャーナリストのブレイディみかこは，彼女の息子が学校の宿題でエ




理解しようと、自発的に習得する『能力』のこと」と定義している［ Ibid.］。  
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・  ジャクリーン・ウッドソン（2013）『ひとりひとりのやさしさ』さくまゆみこ訳，汐文社  
ある朝，クローイのクラスに転校生のマヤがやってきた。マヤの服はみすぼらしくて，
お弁当の中身もへんだ。クローイたちは，そんなマヤをわらい無視するようになる。  
・  ジャクリーン・ウッドソン（2019）『みんなとちがうきみだけど』都甲幸治訳，汐文社  
教室に入ると，そこには自分と同じような人がいないということがある。自分がほかの
人と違うと感じる理由は，見た目，ことば，食べているものなどさまざまだ。  











































































The Significance and Potential of Multicultural Children’s Literature: 





This paper examines the significance and potential of multicultural children’s 
literature and proposes its use for tabunka-kyôsei kyôiku (多文化共生教育 ), or 
education for multicultural conviviality in Japanese classrooms. In order for Japanese 
schools to break out of the paradigm of ethnocentrism and assimilation, multicultural 
children’s literature can help Japanese/mainstream students and teachers gain 
minority students’ perspectives, thus developing empathy for them. At the same time, 
it can help minority students to counter the oppressive sociocultural structure so as to 
empower themselves, develop positive feelings toward their own culture, and (re)build 
their identity. 
 
Key words: education for multicultural conviviality, multicultural children’s literature, 
interactive transformation, empowerment, identity 
 
 
 
 
 
 
 
 
